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News Release                                         2007 年 7 月●日   

株式会社翔栄クリエイト 

 

ビジネスパーソン 1600 名対象「オフィス環境に関する意識調査 2007」より 

オフィスでのコミュニケーションを改善する方法 

1 位「リフレッシュルームなどのコミュニケーションポイントを増やす」50.4％、 

2 位「非公式コミュニケーションイベント（飲み会など）を増やす」31.8％ 

社内コミュニケーションの希薄化を解決するにはハード（施設）とソフト（施策）双方が重要 

 

オフィスデザイン・オフィスレイアウト・オフィス移転のコンサルティング事業を展開する株式会

社翔栄クリエイト（本社：東京都港区東麻布 1－26－2  代表取締役:宇佐神 慎 以下、翔栄クリ

エイト）は、2007年 3月 27日～3月 29日、全国在住20代～50代の男女ビジネスパーソンを対

象に、「オフィス環境に関する意識調査2007」を行いました。本リリースでは、調査結果のオフィス

でのコミュニケーションに関する設問の一部を抜粋してお送り致しております。 

 

大卒の新入社員が3年で3割以上が辞めるという早期離職の問題がメディアでも取り上げられ

る中、その原因としてしばしば取沙汰されるのが「社内コミュニケーション丌足」の問題です。  

goo リサーチが昨年行った調査※によると、『1000 人以上の大企業に勤める社員の約8割が、

部署を超えた社員のコミュニケーションに丌足を感じている』」という結果が出ております。 

このような結果を受けて、オフィスデザイン・レイアウト・オフィス移転のコンサルティングを行っ

ている翔栄クリエイトはオフィスデザインの観点からのオフィスにおいてのコミュニケーションに関

する意識の調査を実施致しました。 

※社内コミュニケーションに関する意識調査（goo リサーチ）http://research.goo.ne.jp/Result/000354/   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■オフィスの中のどの場所で他社員とのコミュニケーションをとっている場所 

調査資料 

調査結果の概要 

＝オフィス環境に関する意識調査 2007＝～コミュニケーション編～ 

■オフィスの中のどの場所で他社員とのコミュニケーションをとっている場所 

-１位／自分の机  54.9％ 

-２位／食堂  19.4％ 

-３位／喫煙室 17.5％ 

特にない 14.6％ 

■コミュニケーションを改善したいと思う人  

-１位／上司 54.7％ 

-２位／同僚  52.3％ 

-３位／部下 28.6％ 

■オフィスでのコミュニケーションを改善するためにしたいこと 

-１位／リフレッシュルームなどのコミュニケーションポイントを増やす  50.4％ 

-２位／非公式コミュニケーションイベント（飲み会など）を増やす  31.8％ 

-３位／自販機、雑誌コーナーなどの人が集まる仕組みをつくる 28.1％ 

 

調査の背景 

http://research.goo.ne.jp/Result/000354/
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他社員とのコミュニケーションをとっているオフィスの中の場所として圧倒的に多かったのが「自分の

机」という意見です。カフェなどのリフレッシュルーム等を設ける企業が増えてきてはいますが、まだま

だコミュニケーションは限定した範囲でしか行われておらず、部署を超えたクロスファンクショナルなコ

ミュニケーションは起こりにくいということが推測されます。非公式なコミュニケーションをとる場所は

「特にない」と答えた人も 14.6％いました。 

 

■コミュニケーションを改善したいと思う人  

上司とのコミュニケーションを改善したいという声が一番多く、特に 20 代で顕著でした。日本能率協会

の 2007 年度新入社員「会社や社会に対する意識調査」※によると「新入社員は人間的魅力を持つ上

司・先輩に丁寧に指導してもらうことへの期待が強い」という結果が出ていたように、最近の 20 代は上

司とコミュニケーションを多く持ちたいという意識が反映されていることが推測されます。 

 

※2007 年度新入社員「会社や社会に対する意識調査」（日本能率協会）

http://www.jma.or.jp/release/data/pdf/20070419.pdf 

 

■オフィスでのコミュニケーションを改善するためにしたいこと 

オフィスでのコミュニケーションを改善するためにしたいことしては 1 位が「リフレッシュルームなどのコ

ミュニケーションポイントを増やす」、2 位が「非公式コミュニケーションイベント（飲み会など）を増やす」

31.8％、3 位「自販機、雑誌コーナーなどの人が集まる仕組みをつくる」28.1％という結果になり、コミュ

ニケーション改善のためにはハード（施設）とソフト（施策）双方の対策が重要だということが推測されま

す。 

 

 

□調査名 ：「オフィス環境に関する意識調査 2007」 

□調査対象 ：全国在住 20代～50 代の男女のビジネスパーソン(会社員) 

□サンプル数 ：1,600 サンプル（下記内訳になります。） 

（20 代/男女:各 200 名、30 代/男女:各 200 名、40 代/男女:各 200 名 50 代/男女:各 200 名） 

□調査方法 ：インターネット調査 

□実施期間 ：2007 年 3 月 27日～3月 29日 

※掲載しているグラフ、表及び一覧を引用、転載する場合には、「株式会社翔栄クリエイト調べ」と

明記して下さい。また全調査データをご所望の方は下記問い合わせまでご連絡ください。 

 

 

 

 

 

調査概要 

考察 

http://www.jma.or.jp/release/data/pdf/20070419.pdf
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■ あなたはオフィスの中のどの場所で他社員とのコミュニケーションをとっていますか。（３つまで回

答）※ここでのコミュニケーションとは、雑談などの非公式なコミュニケーションを指しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽男女別 
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調査結果 

」の概要 
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■上司、同僚、部下の三種類の人のうち、どの人とのコミュニケーションを改善したいと思いますか。 

（あてはまるものをすべて回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽年齢別 

19.5%

26.8%

31.5%

36.5%

51.5%

54.8%

51.3%

51.5%

69.0%

59.5%

48.8%

41.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

20代

30代

40代

50代以上

上司とのコミュニケーション

同僚とのコミュニケーション

部下とのコミュニケーション

 

 

 

 

 

54.7%

52.3%

28.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

上司とのコミュニケーション

同僚とのコミュニケーション

部下とのコミュニケーション

ｎ=1600



P.5/7 

 

▽男女別 
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■オフィスでのコミュニケーションを改善するためにどうすればよいと思いますか。 

（あてはまるものをすべて回答） 
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▽男女別 

1.4%

26.3%

7.4%

16.8%

47.0%

37.0%

22.8%

3.0%

30.0%

7.9%

13.5%

53.8%

26.6%

17.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他＿

自販機、雑誌コーナーなどの人が集まる仕組み
をつくる

オフィス内の間仕切り（パーテーション）を外す

喫煙スペースなどの非公式コミュニケーション
ポイントを増やす

リフレッシュルームなどのコミュニケーションポイ
ントを増やす

非公式コミュニケーションイベント（飲み会など）
を増やす

社内公式コミュニケーションイベント（社員旅
行、忘年会など）を増やす

男性

女性

 

 

▽年齢別 

1.0%
29.3%

52.3%

37.8%

26.5%

1.8%

13.5%

7.8%
5.8%

16.0%

34.5%

51.8%

29.5%

17.8%

1.3%

7.3%

26.3%

4.8%

47.5%

28.5%

15.0%

15.0%

9.8%

16.0%

22.5%

50.0%

31.5%

21.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他＿

自販機、雑誌コーナーなどの人が集まる仕
組みをつくる

オフィス内の間仕切り（パーテーション）を外
す

喫煙スペースなどの非公式コミュニケーショ
ンポイントを増やす

リフレッシュルームなどのコミュニケーション
ポイントを増やす

非公式コミュニケーションイベント（飲み会な
ど）を増やす

社内公式コミュニケーションイベント（社員旅
行、忘年会など）を増やす

50代以上

40代

30代

20代

 

 

 

 



P.7/7 

 

 

 

翔栄クリエイトは「オフィスは第五の経営資源」という考え方のもと、それぞれの企業の経営理

念、ビジョンを実現させ企業が抱える課題（人材採用含む）を解決するオフィスデザインを各企業

に提供しておりまして、近年でも多くの成長企業のオフィスデザイン・オフィス移転を手がけており

ます。翔栄クリエイトが掲げる「業績が上がるオフィス」とは下記の要素を指しております。 

－人材採用・定着に効く 

－社員の労働生産性が上がる    

－営業力に効く 

－ブランディングに寄不する 

   

 

■翔栄クリエイト PR事務局 ビルコム株式会社   担当：野崎耕司、 高山恵梨子 

TEL/03-5766-8411   FAX/03-5766-8419  email：press@bil.jp 

 

 

 

 

翔栄クリエイトの取り組み 

」の概要 

本ご案内に関するお問合せ先 

株式会社翔栄クリエイト 会社概要 

●社名：株式会社翔栄クリエイト 

●設立年月日：1997 年 8月 

●本社所在地：〒106-004 東京都港区東麻布 1－26－2 

●代表者：代表取締役兼 宇佐神 慎 （うさみ まこと） 

●資本金：5,400 万円 

●事業内容：オフィスデザイン カラーコーディネイト、レイアウトプランニング 

オフィスオートメーション 電話、コピー、ファクシミリ、LAN 工事など 

mailto:press@bil.jp

